


を見つける事｣｢ 一つの事だけをずっとひた向きにやり続けると、凄く上達して自信につ

ながる、そしてそれを応援してくれる人達が必ず現れる｣ という金言が心に突き刺さりま

した。いつかアジャストを極めてみたいと願って日々研借している自分への神様からの啓

示であると勝手に捉えて((笑))、最高の気分で日程を終え無事帰路に着くことが出来まし

た。

高橋克典先生の講演のセミナーレポート

（　　　　　　　　　　　　　　　　llts=zl （
Iy　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 暫

1≒　日本カイロセミナ
ー2日目、今日は我が恩師高橋克典先生がr温故知新、今あえてアジ　馳

貌.’　ヤストを語る」のタイトルで講演をなさるということで
．北陸の末席を汚す弟子としてレ　i?`

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾kIKjポ‾トを書いてみました゚ 　　　　　　　　　　　　　　吠1
ltJ　

まず．カイロプラクティツクの歴史から始まり、ＤＤパーマーがカイロプラテツクを生　IX｀皺y･み、そして残した数々の語録には時代の背景からも当然ながらストレートカイロの理論が　載IX
11y並ぶ、しかしそう言いながら卜－ンこそが基本原則であると言う、ならぱ何故マニユピレ　瓊≒，
蒙ly－ションが否定されたのだろうと疑問に思う。　　　　　　　　　　考y
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に戻ろうとする』というメソッドで会場からは「凄い良い方法だ。これ他の症状にも使え

る！ｊといった歓喜の声がありました。

そして最後に寛骨のＹ字縫合のアジャスト、腸骨・恥骨・坐骨を３方向から圧着すること

で大腿骨骨頭が寛骨臼に収まるという、すごく簡単で効果の大きなメソッドでした。
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町

；

こ の

素 晴 ら し

い

論 文 発 表 の 中 で

、

し か

も

２ 回 も 最 優

秀

に

選 ぱ れ る と

い

う 快 挙 を 成 し 遂 げ ら 　 ; j

叡 へ

，

れ た

の で

あ る

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ! X

ヽ

聴

χ

中

川

D

c に

表 彰 状 と 卜

ロ フ ィ

ー

を 授

与

さ れ 高 橋 会 長

の ス

ピ

ー

チ

が 始 ま る

、

い つ に

な く 緊 張 さ

町

鞄

y

れ

て

お

い で の

よ う だ

、

だ が す ぐ に そ の 訳 が 分 か

つ

た

、

讐 段 決 し て 他 を 悪 く 仰 ら な い 先

生 が 　 !

χ

齢 　

カ

イ ロ

プ

ラ テ

ツ

ク の 業 界 全

休

の レ ベ ル ア

ツ

プ

の た め に

、

日

本

の 医

療

の

た め

に

．

カ イ

ロ

プ ラ 　 l S j

i R

テ

ッ

ク

を 食

い

物

に

す る 輩 や 現 在 の 医 療 制 度 や 西 洋 医 学 の 欠 点 に

つ

い て 苦 言 を 呈 し て お ら

れ 　 ●

ぐ

ｊ

る の で

あ

る

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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し な

が

ら そ の

熟 く 尊

い

恕

い

に

又

も や 心 が 打 た れ る 思 い で あ

っ

た

。 　 　 　 　 　 　

町
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次 は 仙 腸 関

節 職

人 の

異 名 を と る 吉 岡 先 生 の 禁 忌 症 で あ

つ

た が

．

台 風 の た め 早 く 帰 る

事

を お 　

町

靉

≒

伝 え し 受

請

を

ご 容 赦

い

た だ く

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I X
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町 　

し か し 電

車

は ま

だ 大

し

た 風 雨

で

も な

い の に

朝 か ら 全 休

で

あ る と 知 り

、

急 迪 乗 り 捨 て レ ン 　

町

靉

χ

タ カ

ー

を 借 り 皆 で 乗 り

合

つ

て

帰

つ

た

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

町

気

、

帰 り

道

の

途 中

で 風 雨

が 強 く な り

、

い

よ

い

よ 合 風 ら し く な

っ

て き た 中

、

私 の 運 転 で 疾 走 す 　
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χ
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l
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鞄
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色 々

あ

っ

た

珍 道 申 も 楽 し

い

想

い で の

－

コ マ で

あ る

、

こ う し て 第 １ ９ 回 学 術 大 会 の 参 加 を 　 1 1

（

皺

I

｀ 終 ぇ た の で あ る . 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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に

参 加 し

ｔ 　 　 　 　 　 　
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鮑
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駕 厘 支 蕃 の 紅 ？

一

ゑ 1 晋 沢

幸 子

吠

l 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；

V 　 　

1 0 月 2 1 日

， 2 2

日 　 宝 塚 医 療 大 学 に て 日 本 カ イ ロ

プ

ラ ク テ

ィ ツ

ク

徒

手 医 学

会 第 1 9

回

学 術 　 　 i

、

l

! y

l

大 会 が 開 催 さ れ ま し た ｡ 毎 回 の

基

調

講 演 特

別 公

演 は 楽

し み で

す ｡ 大 学 研 究 者 方

々 の

違 う 世 : y ｀

馳

l ’

界

の

視 点 か ら

の

医 療 の 話 が 聞 け る か ら で す ｡ そ れ と

一

般

講 演

の

先 生 方 が 時

間 を

割

い て

‐

生 懸 　

作

靫

v

･

命

に

発 表 に 取 り 組 ん で こ ら

れ

た

努

力 の

姿 勢 を 観

る こ

と が

で

き と

て

も 刺 激 と

発

見 と 感 動 を

い l y

ヽ

糎

、

ｕ ・ ｔ

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

町

暫

、

今 回 列 車

の

関 係 上 遅 れ て の 參 加 で し た ｡ ど の 発

表 も 素 晴

ら し

く 年

々 レ ペ ル

を 上 げ

て

き

て

靉 I

χ

鮑

§

、

い

る

よ

う

で

す

。

学 会

の レ

ベ

ル

が 高 く な

っ

て き て い る と い う こ と で

す

。

そ

れ

は

．

継 続

し て

き た

窟 1 4

、

鮑 I 　

こ

と に 他 な ら な

い

と 思 い ま す

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

鮑 I

酋

1

ぐ

｀ 　

中

で （

顎

口

腔 系

の

繋 が り ） を 講 演 さ れ た 幸 田 秀 樹

歯

科 医

師

の

講 演

は

．

目 を 見 張 り

ま

し た

。 1 1

｀

馳

･ 歯

の

か

み

合 ゎ せ

の

不 適 合 で 表 情 　 言 葉 も は

つ

き り 話 せ な く

な

る

。

顎

が

ふ に

や

ふ に

や

に

な

る

。 i J

考

’ 姿

勢 も 全 身 症 状 も

悪

く 　 生 き

て い

け る

の

か と 思 わ せ ま す ｡ と こ ろ

が

辛 抱 強 い 心

あ

る 治 疸 で ど 　

秀

暫

ヽ

ん

ど

ん

改 善 さ れ

て い

く 様 子 表 情 が 明 る く 戻

つ

て い く 様 子

感

動 し ま し た ｡ 学

び

た い と 思 い ! I X

町

ま し た
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糎 ↓

町 　

一

般

発

表

で

関 心 が 湧

い

た の は ､ 吉 田 優 也 先 生 の 神 経 発 達 症 に お け る （ 徒 手 的 ア

プ

ロ

ー

チ の

竃 l y .

･

x

、

新 し い

コ

ン セ

プ

ト ） で

す
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1 ≒新yli､ 町 喘､ 町 町 喘息｡ 町 靉ly.町 曳 町 亀 暫 黙 町 曳 曳 熟考 會lk喘､ 喘､黙､ 町

恥。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鮑

･` i.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外、
魯x

･　 宝塚医療大学の教授であり歯科医師の永瀬 佳孝先生の「基礎医学の知識 をど のように運　

・
、

魯N
， 動療法に生かすか」の講演では生理学の知識 を如何に臨床に生かすかを考える など。皮膚　ly~

吋

さしい触覚感受性を利用したマイクロ牽引法。 寝たきりの人をどうやって 起きるよ うに　;

と

鮑　 するかは乳幼児の発達過程にヒントがある。介 護も楽になる。患者の痛みは頭 が左右す　　
ｓ

i l;

伺が歩くときは回転運動をしながら前に歩 く。ゴリラは２足歩行が絶対に できない 。臨　i ’

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入
ｙ

床に多いに役立つものがあった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’町　

大阪大学･ 運動器バイオメタリアル掌教 授の菅本一臣先生の「骨・関節の動 きを知る 」

靫1

尺
の講演はコンピュータソフトを使用して 牛きた人間の立体的な動きを世界で初めて 解明さ　?

ぺ･

町
れた。すべての骨の動きではないがその映 像を見ることができた。質問が多 かった仙 腸関　

鮑↓
、

；:;

。
分かり易くする為に仙骨の動きは止め た為か２方向だけの動きに見え た。8 冊の手　l

I χ 根骨の動きはどの方向でも全く同じで2 個 の骨の動きは小さいのでこれをリハビリな どに　14¥

i ゛ 生かせば治癒ももっと効率を上げること がで きる。c3 ～c7 の動 きも全く同じでした。　 瓊ぐ

馳y’　　伊藤カイロオフィスの伊藤彰洋先生の 「椎 間孔テ クニック３」前回に続き椎 間孔テ クニ　 齢゛

1ぺ` ツクの第３弾。下肢の腱反射（深部 腱反射 ）が更新気味になっている。問診で のレッ ドフ　　 斗
1y

ラグ要因をチェックするなど。脊髄はめ ん弾性（可塑性と弾性を併せ持つ）を持 ち長軸方　
町

馳v
向への引張力に弱い事がわ かってきたこ と。 側臥 位で頚椎上都から１本ずつ始める。椎問　

町

曳
孔テクニックで改善しなければ脊髄 症を 疑う。　　　　　　　　　　　　　

暫

馳　 その他にも講演や論文発表（一般講演 ）があり治療に十分活用できると思います。 懇親　ltJ
（

会などもあります。年に一度の大会です が又新たな発見・出会いを求めて是 非参加して下　 奴

亀j さい。文章がついつい固 くなって申し訳あ りません。尚、台風で電車がストップ、４ 人で　 （

鮑゛･　レンタカーを飛ばして無事に帰路につ きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｋ

’下　 尚、この大会の終りの表彰式では高 橋先生の最優秀論文賞「顔面神経麻 庫の考察」 の表　IN
i ち

。　彰がありました。先生が 偉業 を達 成さ れたことに対して心から敬意を表します。楽し く有　ly
;

ブ “ ２ｓ゛ に　　　　　　　　　　　　　　　　　;ﾐj

E

J　　　
ｒ 授 賞 式 で の 挨 拶J　　　Eﾚ

:ﾐ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　; 高4 喬 克14 Ej

Ix
･ 受賞者を代表致しまし て、私よ り皆様方にご挨拶させて頂きます。　　　　　　　　IX｡

1≒･
この度は｡ 私の論文に対して､ 過分なるご 評価を頂 き誠 にあ りがとうございました。これ

町

11y
も多 ＜の皆様方の お蔭だと 思い ます。　　　　　　　　　　　　　　　　

町

11χ　 査読委員の先生方には 懇切丁寧 なご指 尋を頂き｡ 私の論文とは言えない作文を論文に仕上 亀｡
; ｼﾞ　　　　　　　　;y

町 町1 ぺ黙 黙 黙､ 町 町 町 曳11y､ 町 町 曳 町lylly 匙l ≒､町 町 暫､ 熟､ey 町 町 馳､
、
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町 吸 鞄､､吸 気 町 吸 吸 鮑y町 暫 愚 輿､ 吸 町 町 町ly 町 町 町 吸 吸 町 吸 ；

SSJ
ヽFFI 〕（前屈位で手がどこまで下がるか）テストで－25cmというデモ、筋骨格系限定での　11y･

鞄
へ 診断、治療から始まる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ly ，

亀y、 まず問診、これーつとっても私の問診がいかに稚拙で浅はかだったか思い知らされる。
曳

。

鞄J なぜそこのテストをするのか？なぜそこを疑ったのか？そこをどう関連付けして答えに絞　 鞄､、

町　 り込むのか？そしてどう治療するのか！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 亀

叫　 すべてがやはり深い！確かな理論に基づき、治療までのアクセスに驚きと感心の連続、 艶丿

一鮑ぐ 内臓やクラニアルなしで結果－５ｃｍ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 靫｀

町 そこから生徒は班編成を行い、そこに講師の先生が着きアドバイスを受けながら診断、　　17

治療を行うスタイルの授葉です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
瓊lk

’
!IV　

ここで感心したのが若い先生方も皆、しっかりと勉強なさっていると驚かされました｡!y

靉IJ た。講師は北陸徒手医学研究会・北陸カイロフラクディック同友会会長である高橋 克典先

; 生です。

:　

午前は肩関節の疾患についての講義で、午後からは中川 貴雄DC著の「四肢のモーショ
曳

ごン・パルペーション下巻」に基づいたモーション・パルペーションの練習を行いました。
ミ

EE
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